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１．はじめに 

筆者らは，自動認識技術を用いて構造物建設時に

おける確実な検査実施とミス防止，また，供用開始

後の維持管理に至るまでの信頼性の高い品質管理情

報を蓄積・閲覧する構造物管理支援ツールの検討を

行っている．内容は，文献[1]を参照されたい． 

２．目的 

工事の施工現場は，施工段階毎に構造物や周辺の

状態が大きく変化する．このため，ＲＦＩＤタグ（以

下，ＩＣタグ）等の自動認識媒体を現場に設置する

本システムでは，それを継続してユーザが利用して

いくための手法を検討する必要がある．しかし，全

ての土木構造物について，その施工段階毎のＩＣタ

グの設置手法を提唱することは不可能である． 

このことから本研究では，施工の進捗などに伴い，

現場環境が変化してＩＣタグが読み取り困難な状態

になった際，別途準備するＩＣタグにより，それま

でに蓄積された情報を引き継いで活用していくため

の手法を検討し，実現に向けた機能検証を行った．

本論文ではその一部を報告する． 

３．複数ＩＣタグの情報引き継ぎ機能に係わる検討 

(1)概要 

複数ＩＣタグの情報引継ぎ機能が必要になる場合

の例を図１に示す．鉄筋工における鉄筋組立検査で

は，鉄筋籠の組立段階において鉄筋にＩＣタグが設

置された状態で検査記録を登録する．しかし，コン

クリート打設後の環境では，ＩＣタグの埋設に伴い

読み取りが物理的に不可能となることが想定される

ため，この内容を現場で確認する基礎試験を行った． 

(2)基礎試験 

 基礎試験は先に示した情報引継ぎ機能の必要性を

現場環境下で確認することを目的として実施した． 

 試験内容はかぶり厚の大小別に２箇所を選定して

コンクリート打設前後でのＩＣタグの読み取りを確

認した．ＩＣタグ設置状況を写真１に示す．  

コンクリート打設前 コンクリート打設後

埋設されて

しまう

 

図１ ＩＣタグ読取不可能と想定される状態 

 

写真１ コンクリート打設前ＩＣタグ設置状況 

試験結果を表１に示す．いずれもコンクリート打

設前は読取可能であるが，コンクリート打設後は読

取が不可能となる結果であった． 

本試験により複数ＩＣタグによる情報引継ぎ機能

の必要性があることが分かった． 

表１ ＩＣタグ読取試験結果 

コンクリート
打設前

コンクリート
打設後

かぶり厚大 スラブの高欄 ○ ×

かぶり厚小 ドレーン周辺部 ○ ×

読取結果

かぶり厚 ＩＣタグ設置位置

 

(3)機能検討 

 複数ＩＣタグの情報引継ぎ機能では，現場環境の

変化に応じて下記２つの目的を実現する必要がある 

① コンクリート打設前後のような物理的に読取

困難になる場合の情報引継ぎ． 

② 施工段階に伴い，検査対象を集約して管理する

必要がある場合の情報集約． 

 上に示すパターン別に機能を検討した． 
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a)パターン 1：ＩＣタグの情報引継ぎ 

 施工の進捗に伴って読み取りが困難になった 

ＩＣタグは，次の施工段階のＩＣタグへ情報を引き

継ぐ必要がある．そのためＩＣタグ毎に引継ぎ対象

のＩＣタグのＩＤ情報を登録できる設計にする．図

２に引継ぎモデルを示す． 

施工段階

凡例：ＩＣタグ

施工段階４

施工段階１

施工段階３

ＩＣタグの引継ぎ

施工段階２

ＩＤ１

ＩＤ２

ＩＤ３

ＩＤ４

 

図２ 引継ぎモデル 

b)パターン 2：ＩＣタグの情報集約 

 施工の進捗に伴って検査対象が集約される構造物

では，複数のＩＣタグから引継ぎ対象のＩＣタグを

引継ぐ必要がある．そのため複数ＩＣタグである特

定のＩＣタグのＩＤ情報を登録できる設計にする．

図３に集約モデルを示す． 

施工段階

凡例：ＩＣタグ

施工段階１

施工段階２

ＩＣタグの集約

子

親1 親2 親3

 

図３ 集約モデル 

 上に示すＩＣタグ引継ぎ機能の手順を確認するた

め，パターン 1を対象として機能検証を行った． 

４．機能検証 

(1)概要 

検討した情報引き継ぎ機能について，現場での手

順を確認するためにシステムを試作した．試作シス

テムは，図４に示すようにＩＣタグ（NFC），タグリ

ーダ，タブレット，並びに情報を蓄積するためのク

ラウドサーバで構成した． 

(2)機能検証及び結果 

試作システムを用いた機能検証は，鉄筋工の現場

で実施した．実施した検証手順を図５に，引継ぎし

たＩＣタグ（ＩＤ２）の状況を写真２に示す．この

結果から，コンクリート打設前にＩＣタグ（ＩＤ１）

とＩＤ２の引継ぎを実施し，一時的に複数のタグか

らサーバ上の同一情報がアクセス可能な状態になる 
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図４ システム構成 

が，コンクリート打設後までは現場での検査が実施

されないため，本手順でも問題が生じないことが分

かった． 

本検証の結果，現場の施工段階においてもＩＣタ

グが正常に引継ぎできることを確認した． 

ＩＤ１設置

ＩＤ２設置

検査結果入力

検査結果入力

現場システム

ＩＤ１登録

・ＩＤ２登録

・ＩＤ１→ＩＤ２引継ぎ

ＩＤ２

鉄筋組立段階の検査実施

コンクリート打設

打設後検査

 
図５ ＩＣタグ引継ぎ機能の手順 

 
写真２ ＩＣタグ（ＩＤ２）設置状況 

５．まとめ 

 本研究では，構造物管理支援ツールの実用化に向

けた機能として，ＩＣタグの引継ぎ機能を検討した． 

その結果，施工の進捗に伴ってＩＣタグの読み取り

が困難となる場合と，検査対象が集約される構造物

を管理する場合において，複数ＩＣタグの情報引継

ぎ機能の検討結果を示した．さらに引継ぎ機能は現

場の施工手順でも引継ぎに問題がないことを検証し

た．今後はさらに実用化に向けた検討を行っていく

所存である． 
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